
　家庭では、このように紙類専用の箱を
用意する必要はありません。家にある紙
袋をキッチンやリビングのごみ箱の横に
置いたり、紙袋の
ひもをいすにかけ
たりして、その中
に雑紙を入れるだ
けで簡単に分別で
きます。ぜひ取り
組んでみてくださ
い。ごみ分別アプリでは、
ごみ分別の取り組みを紹
介しています。アプリを
ダウンロードしてみてく
ださい。

よくあるお問い合わせ

　雨の日でも回収します。ただし、ぬれてしまうと
資源化できない場合があるので、紙類を出すとき

はぬれないように、ビニールなどで覆ってから出してくだ
さい。難しいときは、次回の収集日に出してください。

雨の日に新聞紙、段ボール、雑紙などの紙類を
出しても回収されますか？Q

A
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　9月の休日受付日は 4日（土）
と 19日（日）。午前 9時～午後
０時 15 分、午後 1時～ 4 時に
可燃ごみを受け入れます。
※ごみの収集は祝日も行います。

　可燃ごみの約半分を占める紙類。紙類には新聞紙、牛乳パック、雑
誌、段ボール、雑紙があり、分別された後はトイレットペーパーなど
の身近なものに生まれ変わります。それぞれの種類ごとにビニールひ
もなどで縛って収集日に出してください。

【問】市廃棄物対策課（☎ 72・1334）

シリーズ「ごみ減量をいかにして成功させるか」㊱

紙はごみじゃない。分別すると貴重な資源に

雑
ざ つ が み

紙の分別をしていますか
　雑紙とは、新聞紙や雑誌などの分類に当てはまらない紙類
です。雑紙にはサイズが小さいものもあるため、ついつい燃
やすしかないごみ袋の空いたスペースに入れてしまいそうに
なりますが、雑紙はごみではなく貴重な資源です。分別する
ことで新たな資源として日々の生活に循環していきます。集
まった雑紙は紙袋に入れて紙類の収集日に出してください。

■市内の可燃ごみの量
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前年同月に比べ
て、約9%減少
しました
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光
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自
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史
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ら
に
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こ
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潜
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か
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。

　
と
こ
ろ
が
、
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。

　
つ
ま
り
、本
能
寺
の
変
の
以
前
に
〝
天
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源
右
衛
門
〟
と
い
う
人
物
は
、
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世
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は
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。

　
そ
れ
に
し
て
も
立
花
宗
茂
は
、
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
人
物
を
家
臣
と
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
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※
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の
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、
史
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と
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底
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に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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男
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田
作
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衛

柳川とっておき歴史の話－立花宗茂外伝－第１回 

　中島小学校では、職員室と教室に、そ
れぞれ３つのごみ箱を設置し、分別に取
り組んでいます。

ごみ分別の取り組みが拡大中

　今回から新シリーズ「柳川とっておき歴史の話‐立花宗茂外伝‐」
を毎月１日号の広報紙に掲載します。立花宗茂・誾千代を取り上
げた RKB ラジオ番組「加来耕三が柳川で大河ドラマをつくって
みた」でおなじみの、加来耕三さんが執筆。柳川観光大使で歴史
家の加来さんが、宗茂や柳川にまつわる人物の、とっておきのエ
ピソードを分かりやすく紹介していきます。

【問】市観光課観光推進係（☎ 77・8563）

ごみ分別アプリ

安田作兵衛

歌
川
豊
国
画
「
豊
国
画
稿
」
よ
り

「
森
蘭
丸
、安
田
作
兵
衛
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

歴史家・作家
加
か く

来耕
こうぞう

三さん

柳川とっておき歴史の話を連載開始

     カレンダー コピー用紙雑誌、カタログ

○リサイクルできる雑紙

　紙袋、包装紙 封筒、はがき紙箱

※�その他＝ポスター、厚紙、紙ファイル（プラスチッ
ク部分は取り除いて可燃ごみへ）、ラップの芯など


